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シンポジウム：教育手法の変容と教育空間へのインパクト 

 
2025 年 3 月 29 日（土）に、東洋大学白山キャンパスにて、東洋大学グローバル・イノ

ベーション学研究センター及び科学研究費助成事業（24K06135）「大学のグローバル化と

DX 化の教育空間へのインパクト」研究代表者：二子石 優の共催により、シンポジウム

「教育手法の変容と教育空間へのインパクト」が開催された。 
教育のグローバル化、DX 化、さらにコロナ禍でのリアルな学習の「場」の喪失を経験

したことにより、大学の教育空間は大きく拡張している。本シンポジウムではこのような

状況に対応する教育手法に焦点をあて、教育手法の変容が教育空間へどのようなインパク

トを与えているのかについて考察を深めることを目的に実施された。 
本シンポジウムでは基調講演として木村修平（立命館大学生命科学部教授）をお招き

し、授業における新たな取り組み（DX 化）が教育空間にどのような影響を与え、どのよ

うな課題を生み出しているのかについて、情報共有をしていただいた。また、特別講演と

して鈴木翔太（東北大学情報部デジタル変革推進課デジタルイノベーションユニット）よ

り、大学職員の立場から大学の DX 化の事例を報告していただいた。さらに、科研費メン

バーの今村肇（東洋大学国際学部教授）から、東洋大学国際学部グローバル・イノベーシ

ョン学科での実践報告について、三好登（立命館アジア太平洋大学 教育開発・学修支援

センター助教）から、立命館アジア太平洋大学の混住型学生寮である AP ハウスに関する

事例報告、二子石優（東洋大学国際教育センター特任講師）からは、留学生を対象とした

地方都市インターンシップの事例報告が行われた。 
さらに、市川顕（東洋大学国際学部教授）がモデレーターを務め、パネルディスカッシ

ョンとして「教育手法の変容と教育空間へのインパクト」が行われ、木村氏、鈴木氏、今

村氏との活発な議論が繰り広げられた。本誌では、各登壇者の講演を掲載すると同時に、

パネルディスカッションでの議論の様子を掲載する。 
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生成AI を活用したPBL 型英語授業の実践 

―教育ツールが広げる可能性― 
 

立命館大学 生命科学部 教授 / 教学部 副部長（外国語教育改革担当） 
木村 修平 

 

1．はじめに 
立命館大学の木村修平と申します。生命科学部という学部で教員をしておりますが、私自身

の専門分野は語学、英語教育です。特に英語教育における ICT の利活用というところを専

門にしております。  
 私の所属している立命館大学というのは、関西の大規模私立大学の一つでございます。現

在、学部数が 16、学部生数は 3 万 4000 人を数えます。大学院が 21 ございまして、教職員

合わせまして大体 2,500 人ほどが働いています。キャンパスは京都市に二つ、滋賀県の草津

市に BKC と呼ばれるところ、大阪府の茨木市に OIC と呼ばれる 4 つのキャンパスからな

っております。その中で、所属が草津市の BKC というキャンパスの生命科学部というとこ

ろになります。 
 

2．プロジェクト発信型英語プログラム（PEP）について 
 私が運営に携わっている英語のプログラムというものが生命科学部、薬学部、スポーツ健

康科学部、総合心理学部の 4 学部にわたって実施されています。BKC で 3 学部、OIC で 1
学部展開されているということです。そのプログラムといいますのが、プロジェクト発信型

英語プログラム、Project-based English Program という頭文字を取りまして、PEP、われわ

れの間ではペップと呼んでおります。ちなみに、26 年度に京都のキャンパスに新たに開講

するデザイン・アート学部でもこの PEP ベースのプログラムが展開予定ですので、ついに

3 キャンパス、5 学部にまで広がる予定でございます。 
 この PEP というのはどういうプログラムかと申しますと、端的に申し上げると教科書の

ない英語の授業でございます。この 4 学部の 1、2 回生までは必修で受講する授業ですけれ

ども、教科書がございません。では、どうしているのかといいますと、学生の個々人の興味

関心に基づいたプロジェクトをそれぞれが立ち上げ、その成果を英語で発信しましょうと

いうのを基本的な骨格としております。このプログラムは、実は私が博士で出ました慶應義

塾大学の SFC1で元々は行われていた英語のプログラムでございまして、その SFC から来

られた先生が 2008 年度に生命科学部、薬学部が開設される際に導入されたという経緯でご

ざいます。 

 
1 慶応義塾大学湘南藤沢キャンパスの略称 
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 PEP は今年で 17 年目を迎えます。今、PBL ですとか探究型の教育というものはいろい

ろ脚光を浴びていますけれども、本学では 17 年前から既にやっていました。それから、こ

れもいわば慶應 SFC の伝統を受け継ぐ形で、基本的には学習者に自分の情報端末を授業に

持ってくるよう推奨しています。いわゆる BYOD、Bring Your Own Device の体制、そして、

ICT をフル活用しましょうという、そういう特長のある英語プログラムでございます。 
  

 
 
私が担当した PEP の授業での学生が立ち上げたプロジェクトは、本当に何でもいいと。

公序良俗に反していなければ、違法でなければ、どんなことをやってもいいというのが基本

的な考えでございます。これすなわち、「この世の森羅万象は全て、科学的、論理的に語り

得る、説明し得る」という大きな基本哲学があるわけです。例えば、快眠に役立つアロマオ

イルの成分について調べる 1 回生もいました。また、最近は中学校とかで筆記体を学ばな

いので、筆記体をやってみたいということで、最初は下手な筆記体をスマホで写真に撮って、

毎日少しずつ練習して、最後は黒板にみんなの前で書いてみる。そういうようなプロジェク

トでもいいですよと。 
 2 回生になると、徐々に自分の興味関心が専門特化していく。例えば、私は生命科学部の

学生を教えていますので、フリーズドライ技術というものをどういう仕組みなのか、いつ、

誰が開発して、どういう特許があるのかとか、そういう話をすると。とにかく何でもよいか

ら、それを全部英語で行ってくださいというのが基本的な路線でございます。3 回生まで、

生命科学部では英語の専門授業があるのですが、例えば、最近会った学生は VR 技術を教育

にどう使うのかを自分でやってみるプロジェクトを立ち上げたりしておりました。 
 教科書は使わないのですけれども、PEP の授業に必要なさまざまなリソース類というも

のがありまして、それをオープンウェブの形で全部公開しております。PEP Navi というの

がそのうちの 1 つですし、Google 検索していただければ、トップに出てくると思います。

あと、学生の英語の口頭発表で、後輩たちの参考になるものは、YouTube チャンネルに本

人の許諾を得た上で、どんどん載せています。もう今、1000 本ぐらいの動画がアップロー

ドされております。他にも、優秀ペーパーを The PEP Journal という形でアーカイブした
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り、PEP Conference というものを毎年開催したりしています。私はいわゆる日本の学部の

英語教育をあまり知らないのですけれども、一般的な大学の 1、2 回生が教養科目、外国語

科目、語学で取る英語の授業とはかなり毛色の違ったことをしていると思います。 
 

 
 
 こちらは PEP の授業がどう展開しているのかという図です。1、2 回生の必修授業で、プ

ロジェクトと呼ばれる授業ですね。週に 2 コマの体制でやっております。もう一個がスキ

ルワークショップという授業です。こちらはいわゆる読む、書く、聞く、話す、のスキルベ

ースのものをやっているのですが、こちらの授業を担当しているのは外部教育機関です。ス

キルワークショップの授業は派遣された講師が行っており、学部によって契約している企

業は違います。スキルワーク授業はアウトソーシングのように見えますが決して丸投げで

はなく、カリキュラムや到達目標は立命館大学の専任教員と検討しておりますし、毎月、報

告会を行っています。また、学期末には各学部の執行部に対して報告を行ったりすることで、

説明責任を果たしているわけです。 
 もう 1 つの特長が、私どもは学部の専門教員と交渉しまして、学部開設時に 1、2 回生で

英語の授業が終わるのはもうやめようという姿勢でおります。語学は低回生までというの

は、非常に考えとして古いと思います。しかもうちは理系ですから、生命や薬学の学生たち

というのは回生が上がって大学院になったりすると、海外でカンファレンスに出たり、国際

発表したり、英語で論文を書いたり、ポスター発表したりすることが多い。だから、1、2 回

生で終わるのではなくて、3、4 回生に至るまで、さらには大学院の授業にも英語の教員が

積極的に関わっていこうという方針です。専門の先生と語学の教員が、よく言えば分業、悪

く言えば縦割りしてきた体制をもうやめましょうということです。お互い、学部の教学を盛

り立てる専任教員同士なのだから、協力し合って頑張ろうという体制を 17 年間、堅持し続

けてきています。 
 

3．PEP による“新しい 4 技能”の提唱 
 PBL をかなり早めにやってきた人間からしますと、世はまさに探究型学習の時代になっ
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たわけですが、正直、やっとそういう時代が来たか、何をいまさらと思います。探究型学習

というのは、学習者自らが課題を設定して情報を収集し、集めた情報を整理、分析、それら

をまとめて発表していくというサイクルです。2022 年度から高等学校の学習指導要領に導

入されて、2025 年度の新入生は多かれ少なかれ、探究型学習というものを高校で体験して

きているはずの層になっていますので、探究型学習への対応というものを大学も迫られて

いるというのがこの 2、3 年の、全国の大学の動きだったのだろうと思います。 
 語学の授業の改革については、この探究型学習に対応できる外国語教育をどうやって大

学でやっていくのかというのが我々のミッションだったわけです。いわゆる大学の語学の

授業というのは、特に必修言語の英語は「読む」「書く」「聞く」「話す」という、言語の能

力弁別というものがあります。けれども、初修の中国語とか、ドイツ語などはともかくとし

て、今、小中高も含めて 8 年ぐらい、学生は英語を学んで大学に来るわけです。そんな学生

たちに対して、いまさら、「読む」「書く」「聞く」「話す」もないということです。 
 もちろん、別にこの四つの技能を否定するわけではないですけれども、さらにもう一段上

のものを大学は提示しないと、探究型学習を英語で受けてきている層もいるわけですから、

そうした学生たちの知的好奇心を満足してやることはできないのではないかということで

す。従来型の 4 技能をバージョンアップしましょう、あるいはこうした 4 技能では説明の

つかないスキルというものを学生たちは必要としているのだということを実感しているわ

けです。 
 

 

 
 PEP の授業のアクティビティーを総ざらいして書き出してみたら、「新しい 4 技能」と呼

ぶようなものが見いだされました。それが「リサーチ」「オーサリング」「コラボレーション」

「アウトプット」という、ここに示した新しい 4 技能というものになります。これは文科省

の探究型学習の定義とも合致していると思います。リサーチといいますのはその名前のと

おり、プロジェクトに関する情報をウェブ、書籍、論文、何でもいいから調べてくるリサー

チです。調べた情報をスライドやペーパー、ポスター、動画といったメディアにまとめるの
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がオーサリングです。そして、このプロジェクトの内容に関して意見を交換したり、相互に

評価をしたり、あるいは教員らからアドバイスをもらったり、コーチングを受けたりするよ

うなコラボレーション。そして、最終的にそのプロジェクトの進捗状況や成果を授業の内外

で英語で表現し、発信を行うアウトプット。まさに探求型学習のサイクルに沿った、このス

キルセットをわれわれは新しい 4 技能として定義するに至っております。 
 よく考えてみると、このリサーチもオーサリングもコラボレーションもアウトプットも、

今日では ICT 抜きに行うことはないですね。ほぼ全てでデジタルテクノロジー、オンライ

ンツール、サービスを多用します。 
 これは語学の話ですけれども、いわゆる英語力を鍛えるのか、英語運用能力を鍛えるのか

という議論がございます。英語力を鍛えるというのは、さっき申し上げた、「読む」「書く」

「聞く」「話す」の弁別的な 4 技能というところに焦点を当てている。これが無駄とは言い

ませんし、無意味とも言いませんけれども、PEP はどちらかというと、英語運用能力にフ

ォーカスしているということは今になって思います。 
 

 
 
 英語運用能力というものは個人が今持っているスキルであり、それには当然ながらでこ

ぼこあるわけです。例えば、reading、listening、speaking、writing の 4 つに分けたとして

も、これだけの個人差があるわけです。これをみんな伸ばしましょうということに力を注ぐ

よりも、大学に入ってきたときのスキルはそれぞれ、でこぼこはあるけれども、個々人がそ

れぞれ、異なるパラメータで何ができるのかということを考えたほうが現実的ではないで

すかと。これは非常にプラグマティックな教育観だろうと思います。ですので、発音が多少

おかしかろうが、多少文法的に怪しかろうが、いちいち直しもしないですし、むしろ、間違

っても全然構わないですから、表現、発信することをエンカレッジするという、そういう教

育をやっているということですね。 
 そうなりますと、重要になってくるのがツールの活用です。辞書だってツールなわけです

けれども、ウェブ検索とか、最近でしたら AI を使って組み合わせたようなツールとか、む

しろ、うちは大歓迎です。機械翻訳サービスを正課の授業に取り入れた大学は全国でも多分、
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うちが最初だったと思います。 
 一般的に英語能力を測定するテスト、たとえば TOEIC や TOEFL ではこうしたツールは

使えないわけですよね。だから、そういう裸一貫になったときの能力が英語力である、それ

を鍛えたいという意見は分かります。それはそれでいいですけれども、実際問題、われわれ

が生きている中で、ほとんどの場所で今、特に東京都内とかだったら、大体、4G や 5G が

つながるわけです。だから、いつまでも裸一貫の能力だけの話をしているのは、現実的では

ないのではないかと。ツールを使い、個人の能力を拡張、増幅していくような、そこに英語

をどう使っていくのかということを考えたほうが良いのではないですかというのが私の提

案です。 
 

4．語学教育と ICT との関係 

 
 
 これはいわゆる語学と ICT、メディアツールの関係です。LL 教室という施設が昔はござ

いまして、Language Laboratory の略で LL と呼ばれました。こういう教室が日本でもたく

さんできましたが、その元は 1940 年代ぐらいのアメリカですね。右下にお見せしているよ

うな、これはヨーロッパの CERN における LL 教室の写真ですけれども、個々人がブースの

中に入って、聴覚教材を使って外国語のあいさつを繰り返し反復学習するという、おなじみ

の光景だと思います。面白いのは、なぜこういうタイプの学習法がはやったのかというと、

1 つにはスパイの養成という目的でした。海外に送り込む諜報員を養成することが大きな理

由としてあったので、反復練習が必要とされました。そこに人間の先生がずっと付くわけに

もいかないので、LP、カセットテープ、ソノシートなんかが、このときに語学教育に盛んに

使われたということでした。 
 そして、オリンピックが外国語教育の後押しになっていきました。だから、英語教育の大

家でいらっしゃる高梨 2先生が 1975 年に「これからの語学教師は口で教える教師であるば

かりでなく、手で機械を扱える技師を兼ねる必要がある」とおっしゃっています。技師とか

 
2高梨健吉 慶應義塾大学名誉教授（1919－2010） 
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機械とか、言葉は若干違いますけれども、本質的には同じことが今起きているのではないか

ということです。 
 その後、コンピューターの導入により、このジャンルにちゃんと名前が付きました。LL じ

ゃなくて CALL であると。Computer-Assisted Language Learning、いわゆる CALL と呼ば

れるメインフレームという大型コンピューターがあり、情報集約の教材配信を行ったり、

PLATO とか、Chat GPT の元になるようなチャットボットのイライザなどが CALL 活用さ

れました。つまり、LL が CALL に置き換わっていき、90 年代に CALL が拡大していきまし

た。これはいわゆるパソコン、個人用のコンピューターの普及とも関連しているわけですね。 
 

 
 
 2000 年以降は当然ながらウェブが入ってきて、PC の小型化や、あるいは携帯端末の低

廉化と普及というものがあります。この表はウォーシャー3という教授が作った年表ですけ

れども、2000 年以降は若干投げやりな記述になっています。マルチメディアとインターネ

ットの時代とか書かれていますが、これだけですと非常に多義的です。以降、彼はこの年表

の更新をやめてしまいました。つまり、これはウォーシャーにとっても、CALL ってものが

もはや分類の役割を終えた。つまり、CALL という教授法は方法論的限界論に達した、つま

り死んだのだろうと私は思います。コンピューターがまだまだ高くて、一家に 1 台が無理

だったときにはリソースを集約する、教室に集約するような方法というものがあったかも

しれませんが、もうそんなことを言っている時代でもないでしょうということです。 
 

 
3Mark Warschauer カリフォルニア大学アーバイン校教授 
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5．新しい 4 技能と ICT の関係性 

 
 
新しい 4 技能と ICT の関係性について話を進めます。ICT との関係について考えてみた

ら、リサーチが一番大きなパイを占めるのではないのかと思います。もちろん、ウェブ検索、

データベースの検索などもそうですけれども、最近ではウェブフォームを使ったアンケー

トであるとか、インタビューをデジタル媒体で記録するというのもそれに含まれる。さらに

は機械翻訳とか生成 AI を活用したアイデア抽出なんかもここに含めていいでしょう。考え

てみたら分かることですが、我々のような大学の教員や研究者はリサーチに ICT を頻繁に

使いますね。 
 

 
 

 まとめる、オーサリング、これも大いに ICT を使いますね。いわゆるオフィス・スイート

系のアプリもそうですし、ファイルの整理とかにファイラーを使ったり、あるいはオンライ

ンストレージ使ったりする。最近でしたら、データの提示の仕方にビジネス・インテリジェ

ンスツールの Tableau を使ったり、あるいは動画にまとめたり、昔はマルチメディアという

言い方をしていましたが、動画とか音声の編集などにも最近は使いますね。これらもオーサ

リングに含まれるでしょう。 
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 コラボレーションも言うに及ばないですね。伝統的な LMS もありますけれども、コロナ

禍で一気に広がった Slack や Teams、あるいは Discord のようなチャット型のコミュニケ

ーション・ツール、さらには VR のプラットフォーム、今、皆さまにこうやってお話しして

いる Zoom のようなビデオ会議システムなども広がっていますね。 
 

 
 
 アウトプット、これも言うに及ばないです。動画だけじゃないですね。Word を PDF に

して印刷するのもアウトプットなので、そこにはデジタルの知識がいるでしょう。VR や AR
の仮想空間でのポスター発表大会などもやってみましたけれども、こういうところに多様

なアウトプットの体験というものを提供するのも、高等教育機関としての非常に重要な役

割に今後なっていくのではないかと思います。 
 

6．新しい 4 技能と AI の結びつき 
 22 年度、23 年度に PEP に大チャンスが巡ってきました。立命館大学で教育開発 DX ピ

ッチという教育 DX に関する意欲的な取り組みに年間予算がつきました。いろんなことが試

せるということで、初めて、みらい翻訳というニューラル機械翻訳のサービスを正課で導入

しました。あと、Turnitin という海外の教育機関で標準的に使われている剽窃チェック・サ
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ービスであるとか、ELSA Speak のような、AI 発音練習アプリなども数千人規模で導入を

してみて、いろいろ試すことができました。やはり教員自身がこういう新しいツールという

ものを積極的に学んでいかないといけないですね。自分たちの教え方、働き方に凝り固まっ

てしまわないように、動脈硬化を起こさないように、新しい血を血管の中に通すようなこと

をしないといけないですね。 
 
6.1 リサーチ 

  
 
新しい 4 技能に AI と結び付くところがあるということでまとめてみました。特にニュー

ラル機械翻訳というのはリサーチの一部として、既にうちでは確立されています。何が良か

ったかというと、「君、ここ、カンマが抜けてるよ」とか、「これ、ちょっと単数と複数が一

致してないよ」とか、そのレベルの仕事をしなくて済むようになりました。我々の仕事はも

っと高次なものに移っていくべきであると。それはプロジェクトの内容についての相談で

あったり、「こことここ、論理的につながってないよ」とか、「こういうデータがもっといる

んじゃない」とか、そういうコンテンツに関わるアドバイスにもっとたくさんの時間を割く

ことができるようになりました。 
 2022 年度からは PEP4 学部でみらい翻訳を導入しています。みらい翻訳というのはドコ

モの研究所からスピンオフした会社です。みらい翻訳さん側も大学への導入事例は初めて

で、何度も擦り合わせを行いました。今では、立命館大学大学院は全ての院生分を契約しま

した。つまり、院生ほど必要でしょうということです。ですので、大学院教育を魅力的にし

ていくにはニューラル機械翻訳を導入するというのは有効な方法だと思います。 
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6.2 オーサリング 

 
 
 大学院生に 1 人、面白い院生がおりまして、彼がこの ChatGPT のブームに乗って、

Transable という、みらい翻訳をフリーで使えるようなものを開発しようということになり

ました。PEP から研究費を渡すことができるようになったので、彼が ChatGPT、DeepL、
Grammarly といった複数の API を組み合わせてインターフェースに出す Transable という

ウェブアプリを開発して、これも使っています。他大学から、これの中国語版やドイツ語版

のリクエストが続々と来て、全部対応しています。今のところ無料で誰でも使うことができ

ます。 
 
6.3 コラボレーション 

 
 
コラボレーションでは Turnitin の導入です。ChatGPT が登場して、何が脅威かというと、

それはライティング業界です。ライティングを専門としている方々にとってはたまったも

のではないでしょう。学生が少しプロンプトを打ち込んだら、すぐにまとまったテキストが

返ってくるわけですから。自動生成されてしまうテキストにどう対処していくのか、そうい

う剽窃のチェックツールとして昔から Turnitin というのは有名でした。これが AI 検知機能

というのも持っていて、英語など空白で分かち書きするような言語でしたらほぼ検出がで
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きます。かなり精度が高く、間もなく日本語に対応するそうです。取りあえずはこれで剽窃

チェックをすることで、アカデミック・インテグリティーへの対応ができるのではないかと

いうことで、まず PEP が導入して、全学で導入するに至りました。 
 

6.4 アウトプット 

 
  
アウトプットに関してはさっきの ELSA Speak のような自学自習の練習ツールもありま

すが、やはり優れているのは STT と TTS すなわち、Speech to Text と Text to Speech の技

術です。こうやって私が話しているのも後で文字起こしするとなったら、昔のテープ起こし

の精度よりもはるかに高い精度で上がってくるわけですね。それももちろん、AI の力です。

あと、テキストから人工音声にアウトプットさせると言いましたけども、学生の中には赤面

症や吃音症を持っているような学生は人前での口頭発表は非常に難しい。そういうときに

こそ Text to Speech を利用すればよいのではないかということですね。Wave Net など人工

音声も発達しており、人間が話しているのか、機械が話しているのかほとんど区別がつかな

いです。これもさきほど申し上げた人間機能の拡張、増幅ということだと思います。イヤホ

ンの Pixel Buds がリアルタイム翻訳に対応して、おそらく、この秋ぐらいの IOS のバージ

ョンアップで AirPods も対応するという話がありました。リアルタイム翻訳ができる時代

がやってくるということですね。 
 さらに面白いのが Text to Presentation、TTP というサービスも出てきて、これはほとん

どディープ・フェイクですね。本当に人間の映像すら生成できてしまうので、もちろん、リ

スクもあるわけです。今も ChatGPT にビルトインされている DALL-E がバージョンアップ

して、ジブリ風の絵柄があふれているみたいなことがありました。 
 

7．「汎用」性のある英語教育とは？ 
英語の業界では、昔から 2 つの勢力が綱引きをやってきたと思います。つまり、教養のた

めに英語を学ぶのか、それとも実用のために学ぶのか。ずっとこの綱引きをやってきたので

すが、はっきり言って私は全く興味がないです。あえて言うなら、「汎用」で行こうと。コ
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ンピューターの世界とかテクノロジーの世界において汎用というのは非常に重要な概念で

す。汎用とは、一つのものがさまざまな用途に広く使えるということを意味します。 
 

 
 
 PEP が目指している新しい 4 技能は、もう英語の話じゃないと、最近思うわけです。リ

サーチしてオーサリングしてコラボしてアウトプットするということは、ベーシックなア

カデミック・リテラシーの集合にすぎない。それをたまたま、我々は英語でやっているだけ、

と言えるのではないか。しかも、この 4 つの技能は大学のマネジメント的な言葉で言わせ

てもらうと、さまざまな上位ポリシーとも互換しますし、さらには学生参画の窓口、コネク

ターとして柔軟性がある。あるいは、広報とか PR にも有効ではないか。大学の英語の授業

は一番広報しやすいものなのに、それが旧態依然としたものであれば、いつまでたっても売

りにならないわけですね。非常にもったいない。 
 

 
 
 より切実なこととしては、現代は転職が当たり前の世代ですよね。転職が当たり前という

ことは人生がマルチステージになっているということです。そんな時代において、この新し

い 4 技能は、いわばエンジンのようなもので、これを核にして人は人生を歩んでいると言

ってもいいのではないでしょうか。昔、中教審がこれからの大学は「学士力」を育成するべ
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しと言いました。もはや死語になっていますけど、私は悪くない提案だったと思います。今

後大学の認証評価のバージョンが変わりそうで、学士力の話が帰ってくるような気がして

います。つまり、大学がどんな人材を育てたのか、その成長をきちんと客観データで示しま

しょう。そのときにこの「学士力」が復活するのではないかと思っております。 
 

 
 
 そして、汎用性のある英語教育では、英語運用力というものにもっとフォーカスしていく

ことになるのではないかと思います。そこにはテクノロジーの活用が前提になっていくで

しょう。私もどちらかと言ったら、苦労して英語の力を身につけて、留学まで行ったわけで

すけれども、苦労の先に達成があるという考え方と、もう一軸、自分の能力は足りないけれ

ども、AI の力で表現発信ができるという、とにかく達成感からスタートできるような学習

の軸ができてきたのではないか。Twitter でバズったオーストラリアの大学の天野 4先生たち

が非ネイティブ研究者の英語の負荷を定量化して発表されましたけど、非常に負荷が高い

わけです。これを母語である日本語を活用して、英語に限らず外国語による表現ができるよ

うになったって、画期的な時代が来たということです。 
 ただ一抹の不安もあります。いくらコロナ禍を経たとはいえ、日本の大学生がパソコンを

使えないというのはゆゆしき問題だと思います。スマホだけを使ってパソコンのリテラシ

ーがなかなか磨かれない。CPU も GPU も非常に貧弱な、こんな画面の小さな端末で満足

しているのが、非常に私は不安です。PEP みたいに BYOD でやっているところはともかく、

多くの日本の大学では、まだまだアメリカの大学のお昼休みのカフェテリアみたいな風景

にまでは至ってない。 

 
4 天野達也 クイーンズランド大学准教授 
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8．おわりに：テクノロジーは貧困や格差を解消せず、むしろ拡大する？ 
最後に今回のシンポジウムのテーマでもあると思いますが、こうして教育手法にツール

としての ICT が深く結び付くことで、教育が大幅に変わる、バージョンアップしていくと

思う一方で、テクノロジーにより貧困や格差はむしろ拡大すると私は思います。ミシガン大

学の TOYAMA5先生が昔予言されたことが、今まさに現実のものになっていっていると思い

ます。生成 AI の普及や低廉化がこの動きに拍車をかけることは間違いありません。みんな

を救うことはできませんが、私はせめて、自分が所属する大学の学生だけでもと願っていま

す。テクノロジーの活用を大学で教えてもらえなかった、大学にいたときにもっと使わせて

くれてればと言われないように、後の世代に恨まれないように、恥ずかしくない仕事をした

いと考えております。以上で私の話とさせていただきます。ありがとうございました。 

 
5 外山健太郎 ミシガン大学教授 
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ともに進める DX 

―生成 AI チャットボット構築における学生との協同― 
国立大学法人東北大学 情報部デジタル変革推進課 

デジタルイノベーションユニット 専門職員 
鈴木 翔太 

1．はじめに 
東北大学情報部デジタル変革推進課デジタルイノベーションユニットにて専門職員をし

ております、鈴木翔太と申します。現在は本学の DX 推進を主に担当し、昨今は生成 AI の
大学業務活用を主に検討しています。 
 

2．DX 推進とガバナンス体制 
 本学は、本学が今後取り組んでいくべき挑戦について取りまとめた「東北大学ビジョン

2030」を 2020 年７月にアップデートし、大学の変革を加速する「コネクテッドユニバーシ

ティ戦略」を策定しました。本戦略では、教育、研究、共創、経営の全方位での DX を掲げ

ており、業務の DX においては業務の DX 推進プロジェクト・チームが中心となり様々な取

り組みを行っております。 
 本プロジェクトは、2020 年 6 月に発出した東北大学オンライン事務化宣言に基づき組成

されたプロジェクトチームであり、熱意のある職員にこそ変革を推進して欲しいという思

いのもと、学内公募により組織したプロジェクト・チームとなります。メンバーの平均年齢

38.2 歳であり 50 名以上の職員が参加し、メンバーの役職は、課長職から事務一般職まで幅

広く参画しております。プロジェクト・チームに教員は入っておらず、事務職員が中心とな

り構成されているプロジェクトとなっております。 
 本プロジェクトでは、学生へのサービス向上、研究者の研究時間確保、魅力ある職場環境

の実現に向けてさまざまな取り組みを行っております。 
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本プロジェクトは主に 4 つの領域から構成されております。「経営の見える化」は BI ツ

ールを使って、経営指標等の可視化を推進する活動を行っております。「印鑑フリー」は、

電子決裁・電子保存を推進するチーム、「働き場所フリー」はテレワークやフレックスタイ

ムなど職員の働く環境向上を実現するチームです。そして「窓口フリー」は電子申請などの

オンライン窓口を構築するチームです。 
 本プロジェクトが発足した 2020 年当初は、この 4 つの領域がそのまま検討チームとな

り、活動を行ってきましたが、コロナ禍における技術革新は目覚ましく、検討体制もそれに

合わせて合理的に適合させるべく、2021 年度以降は、社会要請などに合わせてチームをフ

レキシブルに改変してきました。例えば、2021 年にはマイナンバー活用の議論が社会的に

進む中でマイナンバーチームを立ち上げるなど、アジャイルにチームを組織し、現在は合計

10 チームで活動をしております。 
 

 

 
 こちらは今年度のチームの編成で 3 つのテーマ掲げております。1 つ目は「DX 時代を先

導する」。こちらは生成 AI や、ノーコードローコードツール、あるいはメタバースなど、先
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端技術の大学業務への応用を検討するチームです。2 つ目は「社会とともにある DX」。こち

らは CRM や、プロモーション活動など、外部へのアウトリーチを検討するチームです。そ

して、3 つ目は「全方位で DX に挑戦」。こちらは、電子決裁や、テレワーク、フレックスタ

イム制度など、プロジェクト発足当初から取り組みの学内定着を着実に実行するチームと

なっております。この三つの領域で合計 10 チームが属するような体制となっております。

私は、「DX を先導する」という領域における業務のイノベーションチームのリーダーを拝

命しております。 
 

 
 
 本チームでの直近の活動についてご紹介します。本チームでは、昨今の生成 AI の需要の

高まりを受けて、安心して利用可能な学内生成 AI サービスである Tohoku University GAI を
内製開発し運用しています。AWS 社の OSS をカスタマイズして本学のクラウド環境にデ

プロイしたサービスであり、ChatGPT のような、生成 AI との対話はもちろんのこと文章要

約や校正、多言語翻訳などの生成 AI を活用した特化型サービス、また、音声認識や画像生

成といったことも可能であり、多機能かつ安全な生成 AI サービスとなっています。 
 本サービスは現在、学内の教職員約 1000 名の利用者がおります。平均 2000 万入力トー

クンが日々入力され、その他にも音声認識や画像生成機能を多用しておりますが、非常に安

価であり、加えて学内専用環境のため、セキュリティー面も強固な構成となっております。

さらに、最新の LLM も迅速に活用が可能であるため、業務のみならず研究用途でも活用が

なされております。また、内製のため RAG や AI エージェントなどの最新技術も機動的に

作成して公開が可能であり、幅広いユースケースにて、日々活用がなされています。 
 また、ハードウエアの整備のみならず、実業務にて活用するための生成 AI セミナーも定

期的に行っています。これまで 4 回開催し、毎回約 300 人の教職員に参加いただいていま

す。本セミナーでは RAG や AI エージェントの仕組み、あるいは先ほどの学内生成 AI シス

テムのアップデートについて紹介や学内で活用可能な生成 AI サービスについてのアナウン

スなども行っています。 
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 東北大学では生成 AI チャットボットを 2024 年 4 月から導入をしております。2020 年度

から AI チャットボットを導入しておりましたが、いわゆる Q&A 型のチャットボットであ

り、Q（質問）と A（回答）の対を網羅的に作成するため、膨大な管理コストがかかってお

りました。一方で、この度導入した生成 AI チャットボットは PDF、あるいは Word、Excel、
HTML ファイルなどの多様なファイル形式を直接生成 AI に入力して、そのファイルに記載

されている内容を検索した上で回答するということが可能です。これを活用し、学内の約

350 のウェブページ登録した全学チャットボットや、業務マニュアルを登録したマニュアル

チャットボット、在学生向け情報を登録している学生チャットボットなど、様々な用途で活

用がなされております、現在約 20 台の生成 AI チャットボットが学内で稼働しています。 
 このように、幸いなことに本学はコロナを契機とした早い段階から DX を推進してきまし

たが、DX が進まない大学も多いのも事実でございます。「どうやって東北大学は進めてい

るんですか？」というご相談を受けることも昨今多くなってきたことをうけて、うちの先行

事例をオープンにして参考にしていただくプラットフォームである大学 DX アライアンス

を 2024 年からスタートしております。本アライアンスは当初東北地区の国立大学法人に限

定しておりましたが、需要の高まりをうけ、現在は地域や組織の枠を超えた DX 連携の推進

を目指しております。2025 年 3 月現在、55 大学 24 企業 2 団体から約 330 名の方々に加入

をいただいております。 
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3．DX による大学事務の変容と学生との共同 
 ここから、本シンポジウムのテーマであります、DX による大学の変容を職員の視点から

ご紹介いたします。私はこれまで、「窓口フリーワーキンググループ」のリーダーを拝命し、

様々な先端技術の導入や新しい取り組みに挑戦してきました。初年度には AI チャットボッ

トの導入、また次年度はメタバースを活用したオンライン表彰式を行いました。また、大学

では多くの共同研究契約が交わされていますが、契約書の取り扱いには調整や交渉が必要

な場面も少なくありません。そこで、近年注目されている生成 AI などの技術をリーガル分

野にも活用し、業務効率化を図るツールの導入にも取り組みました。その他にも、生成 AI
サービスの内製や、各種チャットボットの導入など、幅広い施策を実施してきました。これ

らの取り組みを振り返ると、コロナ以前の事務業務は、定められた時期に定められたとおり

に遂行する「守り」の姿勢が中心でした。しかしコロナ禍以降、将来的な価値が見込まれる

先端技術への「攻め」の姿勢が徐々に認められるようになってきました。そして、本学には

そうしたチャレンジを許容し、支援する土壌が幸いにも存在しています。このような取り組

みを単に学内で完結させるのではなく、積極的にアウトリーチすることにも力を入れてい

ます。たとえば、生成 AI チャットボットのリリース時には、国立大学法人として初の導入

であったことから、プレスリリースで広く発信しました。ChatGPT の導入時も、「全国の大

学に先駆けて」といった表現で DX の進展を積極的に外部へアピールしてきました。さら

に、DX 専用の情報発信サイトを構築し、学外に向けた情報公開を強化するとともに、学内

への情報発信にも力を入れています。これらの取り組みが評価され、日本 DX 大賞 2023 で

は特別賞を受賞することができました。また、私たちの DX 推進プロジェクトではインター

ンの受け入れも行っており、その実績が認められて「第 7 回 学生が選ぶキャリアデザイン

プログラムアワード」に選出されるなど、外部からの高い評価もいただいています。 
これらのアウトリーチが功を奏し、学生からも「職員がなんかチャレンジングにやってい

るぞ」という点が認知され始めました。その中で熱意のある学生から協業依頼が来るように
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なりました。具体的にはこの TOHOPE と LaboRobo という本学学生団体です。 
 

 

 
 TOHOPE は AI やブロックチェーンに取り組む学生団体であり、LaboRobo は実験自動化

などの研究支援を行う団体です。これらの団体には先述の大学 DX アライアンスにも加入し

ていただきました。これはまさに DX によって、学生が大学を変革する上でパートナーとい

う存在へ変容してきていると言えます。 
 パートナーの TOHOPE とは、ともに学生向けチャットボットの作成に取り組みました。

学生に、生成 AI チャット bot 開発環境を貸与し、何をしてもいい、あなたが役に立つと思

うものであれば、公序良俗に反しない限り、何をしてもよいと、自由度を与えて作成してい

ただきました。仮に、回答に誤りがあったときには、職員が責任を取るという建て付けにし、

学生には自由に作ってもらい、公開前の検証は職員も交えてともに行うという体制にて進

めました。利用しやすいように、LINE のインターフェースを活用したり、様々な学生の意

見を取り入れて開発を行いました。 
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 本取り組みがきっかけとなり、新たな学生との繋がりも増えました。TOHOPE の学生が

属する別プロジェクトであるとんペディアプロジェクトとの協業です。本プロジェクトは、

時間割管理などの学生向けスマホアプリを自発的に開発しており、その機能のひとつとし

て、東北大何でも質問というところに先ほどのチャットボットを設置しています。例えば、

「学友会とはなんですか」という質問をすると、RAG により、検索して回答をしてくれま

す。このように、DX によって学生が大学変革を実現するための、パートナーとして変容し

たものと言えます。 
 

 
 
 一方で、学生との協業における困難な点も明らかとなりました。ひとつは運用保守体制を

維持継続するのが難しい点です。学生さんはいずれ卒業するので、未来永劫、本システムを

保守可能ではないため、継続性に課題があります。また、開示可能な情報の選別も非常に重

要となります。大学 DX アライアンスは基本的には情報をオープンにしておりますが、学生

にはオープンすることが適切でない情報も含まれるため、その制御が非常に重要となりま

す。 
 

4．職員の立場から垣間見える生成 AI と学生 
 最後に、私が DX に携わる中で経験した、生成 AI と学生との関わりについてご紹介しま

す。毎年夏季と冬季に、本プロジェクトにてインターン生の受け入れを行っており、これま

で 5 年間に延べ 100 名ほどの学生さんに本インターンに参加をいただきました。2023 年以

降、生成 AI を活用したインターンメニューを組んでおりますが、2023 年以降、明らかに発

表の質が上がったなと感じております。 
一方で、発表時にスマホのメモを読み上げるというスタイルが最近、非常に多くなってき

ました。生成 AI により、質とともに情報量も非常に膨大となり、情報集約が十分に行えて

いないのではないかと推察しています。 
 最後となりますが、本発表にてご紹介したとおり、現在本学では大学 DX アライアンスと
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いう組織横断的な取り組みを進めております。大学、企業、団体問わず、加入が可能となっ

ておりますので、もしご興味がございましたら、お気軽にご連絡をいただければと思います。

私の発表は以上となります。ありがとうございました。 
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いまの日本に不足する、失敗を乗り越える起業家精神と、

英語のパワーコミュニケーション力を併せ持つ「グローバ

ル・アントレプレナーシップ」教育の DX に若者の居場所を

見つける 
 

東洋大学国際学部グローバル・イノベーション学科 教授 
今村 肇 

1．はじめに 
 東洋大学の国際学部グローバル・イノベーション学科、2017 年スタートアップのときに

学科長として 4 年間、設計、実施、マーケティング、それからブランディングなどをやって

きました。起業家精神を持っていて、なおかつ英語のパワーコミュニケーション力持ってい

る人材というのは、日本には極端に不足している。そのため、それをどんどん供給しないと

日本はこれから立ち行かなくなるだろうという問題意識でグローバル・イノベーション学

科立ち上げを引き受けました。 
 若者の居場所というのは、SNS にはあるのですけども、リアルなものも含めてなかなか

見つからない。心の落ち着けるところがないという声をよく聞くので、それをどうしたらい

いかということで考えてきました。お話をさせていただく前に、今日のお話というのは、コ

ロナ前にリアルでスタートした教育と、それからコロナを経て、それを DX 化していく過程

でどのような苦労をしたという話から、今後、どういうふうに展開するべきかという話です。

大学教育というよりは日本の人材育成全体が今すぐどうあるべきかという話になるかと思

います。 
 

2．日本に不足するイノベーションのための人材力 
 一つの問題点です。2023 年に実施された中学生の全国学力テストの speaking の回答で、

ニュージーランドの留学生が「日本ではプラスチック製の袋を店で売るのをやめるべきだ」

と教室で発表したことに対して、自分の意見や理由を英語で伝えるという問題です。なんと

正答率が 4.2 パーセントだということで、いかに情報発信をする、意見を出す力が日本の教

育の中で十分なされていないということの象徴だと思います。 
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 もう一つ、本学のグローバル・イノベーション学研究センターがずっとやっている、グロ

ーバル・イノベーション・ランキングです。これの中にマーケット、ポリシー、テクノロジ

ー、ヒューマンパワーという項目があるのですが、シンガポール、アメリカ、ドイツ、中国、

日本の中で、日本はヒューマンパワーが非常に低い。シンガポールは非常にきれいな多角形

をしている。アメリカや中国はテクノロジーで突出している。日本はテクノロジーもいいの

だけれど、それほどでもない。問題はこのヒューマンパワーなんですね。これをどういうふ

うに復活するかということが、グローバル・イノベーション学科のスタート時点での問題意

識にありました。 
 経産省の未来人材ビジョンで、日本人は従業員のエンゲージメント、忠誠心が比較の各国

の中で一番低い。それから、企業は人に投資をしないし、個人も学ばないという、社外活動、

自己学習、自己啓発を行っていない人の割合が日本は 46％と断トツに高いという。それか

ら、転職が賃金増加につながらない。現在の勤務先で働き続けたいと考える人は非常に少な

い。転職や起業の意欲を持つ人も少ない。 
 これ、どん詰まりじゃないかという感じなのですが、そこでグローバル・イノベーション

学科としては様々な問題を抱えている中で、若者に居場所を提供しようと考えて、ずっとや

って参りました。今日の話をたとえて言うと、1 番目は家の周りの壁を 1 日で塗り終えるに

はどうしたらいいかという話。2 番目は土管の置いてある広場にどうやってお祭りやイベン

トを作り出していくかという話。3 番目はその広場にドローンを飛ばして上からカメラで撮

って、それをインターネットでどう共有するか、そういう話をしていきます。 
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3．「グローバル・アントレプレナーシップ」教育の実践 
 

 

 
 グローバル・アントレプレナーシップ、つまり、日本にとらわれないで世界に目を広げて

起業していく、あるいは自立していく。リスクを恐れないで世の中に出ていくという人をつ

くろうということでやってきました。そういって Travel Play Dialogue を掲げて、柔らかな

雰囲気の中で学生たちが乗っていくような、旅して、演じて、対話するということをテーマ

にやってきました。重要なことは、どんな局面でも自分で自分の道を切り開いていく、そう

いう力をいかに提供していくかということです。 
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 日本人というのは、一番右下にありますけども、感情的には自己表現が非常に少ない。そ

れから、対立を好まない。逆にラテンヨーロッパといわれるような国、あるいはロシア、イ

スラエルといったところは対立をいとわない、あるいは感情表現が豊かなんです。こういう

中で日本人がどうやってグローバルにやっていくか、というのが最大の課題なわけです。実

際、日本に進出している外国企業も外国語を使いこなせる人的資源の不足とか、エキスパー

トを見つけることの難しさを指摘しています。これは日本のこれまでの教育の反映でもあ

るので、こういうことをやりましょうということで、ずっとやってまいりました。 
 

 
 
 この写真を見ていただきたいです。『トム・ソーヤーの冒険』というのがありますけども、

おばあちゃんに「ペンキを塗る約束はきょうが最後の締め切りだ」と言われたときに、彼は

しょうがないから、楽しくお尻を振りながら塗っていた。そうしたら、友達がやってきて、

「楽しそうだね、トム。僕にも私にもペンキを塗らせてちょうだい」といって、1 日で塗り

終わってしまった。つまり、自分が楽しむことも大事だ、人を楽しませることも大事だとい

うことです。それからもう一つ、グローバル・イノベーション学科をつくったときには入り

にくい、行列ができる学科だというイメージで、とにかくそういう難しさをイメージしてや

ってきました。 
 2 つのことを申し上げます。一つは氷山の下にある暗黙知をどうやって表出させるか。も

う一つは野中郁次郎 6さんの SECI モデル 7ですが、共同化（Socialization）をすることによ

って相手の暗黙知を形式知に引っ張り出すことができる。その結果、イノベーションができ

る。つまり、共同化のための社交がとても大事だということをずっとやってきました。その

 
6 野中郁次郎 一橋大学名誉教授（1935－2025） 
7 知識創造理論の中核をなすフレームワーク。組織における暗黙知と形式知の相互変換を 4 つのプロセス

を共同化（Socialization）、表出化（Externalization）、連結化（Combination）、内面化

（Internalization）として記述したもの。 
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ためには、「場」というのがすごく大事だと。その「場」をどうやってつくるのか。 
 

 
 
まずは、Travel です。これまで、ラーニングジャーニーという研修を企画運営してきまし

た。最も多いのはスペインですが、世界中の学生たちとの交流を全て英語で実施しました。

1 年生の春ですから入学して 1 年経っているのですけど、日本人の学生がこんなに英語をし

ゃべれるのは初めてだということをだいぶ言われました。今回もスペイン行って、学生は英

語でうんと頑張ってくれました。おかげでいろいろなことを吸収してくれました。学生たち

がいろんなところを回って、実際に社交をしながら、会話をしながら双方向コミュニケーシ

ョンをとってきました。 
 

 
 
 次が、Play です。いかにコミュニケーションするかということで、ロンドンの女優、山中

TPD GE教育の特徴 Travel
海外機関と連携したイノベーション人材教育

モンドラゴン大学MTA（スペイン）、ストラスブール大学BETA(フランス）、
モントリオールHEC・MOSAIC等世界の先進大学とのコラボレーションによる
、これまでにない新たなクリエイティビティとイノベーションの人材教育

MTA Mondragon Team Academy
モンドラゴン⼤学で行われている
実践的起業家教育プログラムとの
連携
CREATOYO Global Creativity
Week
モントリオールHEC・ストラスブ
ール⼤学・フィレンツェ⼤学との
共同による、創造性とイノベーシ
ョンの集中コース

Jon Ander musatadi
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8さんという『となりのトトロ』のムーブメント・ディレクターの方にどういうコミュニケ

ーションをやると、いかに相手に伝わるのかを演劇訓練の手法を用いたトレーニングを実

施してもらいました。 
 

 

 
最後は dialog です。モントリオールビジネススクールの”School on Management of 

Creativity in an Innovation Society” と協力をしていろんな問題解決のための対応をする。

対話する、社交する。そういうトレーニングの場づくりをずっとやってまいりました。 
 

 
 

COVID-19 になって、『Zoom 授業入門』という本も翻訳しました。このスライドにある

ように、演劇のワークショップでもオンラインに 10 人、対面で 5 人と、まさにハイブリッ

ドでやってきました。 
 

 
8 山中結莉 ロンドン在住の俳優、声優、ムーブメント・ディレクター、演技/演劇教師 
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 「場」としてのイメージは、マイクロでもマクロでもなく、その間のメゾの領域です。日

本に一番足りないのはこのメゾなんだと。とにかくイベントとかプロジェクトをスペース

の中に、つまり、土管のある広場にいろんなお祭りとかイベントをして、いかにイノベーシ

ョンの「領域展開」をしていくかということをやってきました。 
 

4．Travel Play Dialogue 教育によって日本の人材育成にイノベーションを起こ

すことができるか？ 
 「日本にどうやってイノベーションを起こすか」ということを、最初はトロイの木馬作戦

と言っていました。日本の社会の中にそういう人材をどんどん送り込んでいくことで、日本

を内側から変えていこうと考えていました。いずれはオセロのように黒から白、白から黒に

変わっていくのではないか、そういう期待をしながら送ってきました。まだまだ、インパク

トは十分ではないと思います。とにかく、よそ者、若者、変わり者が活躍する日本社会に変

えていきたいということで、ずっとやってまいりました。 
 最後に、重要なキーワードですけども、オントロジーとコンヴィヴィアル・テクノロジー

についてです。特にオントロジーというのは組織が変わると、それぞれの用語・語彙の違い

により、人と人とがコミュニケーションできなくなる。また、デジタルにデモクラシーの実

現を目指す安野貴博 9さんがいう、ブロードリスニングということで、できるだけ、いろん

な人の意見を聞いて、それをちゃんとダイジェストしてみんなでまとめていく。彼が東京都

知事選でこれを実際にマニフェストづくりに反映して、第 5 位の票を取ったのですけども、

こうやっていかにデモクラシーを実現して、みんなの意見を反映しながらコミュニケーシ

ョンしてクリエイティブに社会をつくっていくかということをずっとやってまいりました。 
重要なのは、今まで対面で、一人一人でやってきたことを、いかにデジタル化していくか

というところで、いろんなリソースをどうやって利用して、新しいクリエイティブな人材を

 
9 安野貴博 SF 作家、起業家、AI エンジニア、政治活動家 
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どんどんつくり出していくかということです。それは縦の壁を取り除いて、例えば、ドロー

ンで空中からみんながやっているイベントやプロジェクトを見ながら、それをインターネ

ットでつなぎながら、空間を広げていくという、そういうアイデアでやっていこうと。そう

いうことに耐えられる人材をつくっていくということです。以上となります。ご清聴ありが

とうございました。 
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混住型学生寮における教育手法の変容と教育空間へのインパクト 

立命館アジア太平洋大学 教育開発・学修支援センター 助教 
三好 登 

1．はじめに 
⽴命館アジア太平洋⼤学の三好といいます。APU は 2000 年に開学した、他の大学と比

べても新しい大学で、大分県の別府市に所在している大学です。もともと APU は大分県と

別府市が当時、人口が少なくなったということで、大学に誘致をかけ、立命館学園が手を挙

げて、大分県別府市に建ちました。 
 当時はアジア太平洋学部と国際経営学部の 2 学部から始まりまして、サステナビリティ

ー観光学部が、一昨年度にできたところです。APU では留学生のことを国際学生と言いま

すが、国際学生と国内学生が半分半分の割合になっています。同じ授業を英語と日本語、両

方で開講しているっていうところが特徴です。こういう半分半分のところですので、いかに

日本人と外国の留学生が混じって、いわゆる多文化共修をやっていくかっていうところが

今の課題となっているわけです。APU ですけれども、『タイムズ・ハイヤー・エデュケーシ

ョン 2023』では全国で総合順位が 22 位、国際性の部門では 1 位というランキングでした。

多くの大学ですと、人口の多い中国からの留学生が多いと思うんですけれども、本学は多様

性ということにこだわりますので、全世界の 110 カ国から集まっているところが特長にな

っています。 
 教員も日本人だけではなくて、50%が外国籍で、日本籍は 50%になっています。日本人

教員もほとんどの人たちが、海外の大学で Ph.D.を持っているという、そういう大学になっ

ています。APU はそういう国際的なものと、あとは山の上に建っていてバスでしか行く交

通手段がないという地理的な理由から寮が建ったわけです。 
 

2．初年次教育寮「AP ハウス」 
初年次教育寮ということで AP ハウスと呼んでいますけれども、そこは基本的に初年次、

1 年生の学生がみんな、希望すれば入ることができるところになっています。そこの運営と

いうのは、レジデントアシスタントという通称 RA と呼ばれる学生が全て運営していて、そ

こでいろいろフロアの交流とか、あとは新寮生が入ってきたときにどう生活していくかと

か、そういうサポートをやっています。この RA っていうのは半年ごとに募集して、書類と

面接選考によって決まるということになっています。RA をやるメリットとしては、在任中、

働いているときの寮費が全額免除になるので、一番コストの大きい寮費が免除になること。

あとは留学生や海外留学に行く人たちにとってみれば、期間が中途半端になってしまうの

で、そういうところから RA に応募してくる学生も多いです。したがいまして、APU では

単なる経済的なものだけではなくて、こういった教育寮として、AP ハウスを運営していま
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す。 
 

 
（出典：立命館アジア太平洋大学（https://www.apu.ac.jp/home/life/content35/）（2025 年 3 月 1 日参

照） 

 
 左のほうが個室タイプで、右のほうがシェアタイプです。シェアタイプのところでは国際

学生と日本人学生が一緒になるようにします。仲が悪いと、この真ん中のドアが開かないん

ですけれども、たいてい、仲は良くなりますので、ここが開く感じになります。見てもらえ

れば分かるように、ルールをつくって、英語や日本語で話すように努力するとかっていうの

をしているようです。 
 

 
 
 先行研究によると、学寮のタイプっていうのは従来型ホールから移行ハウスまで 9 つに

https://www.apu.ac.jp/home/life/content35/%EF%BC%89%EF%BC%882025%E5%B9%B43%E6%9C%881
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分類されるのですが 10、本学の AP ハウスの場合は学寮スタッフ、レジデントアシスタント

と共同で運営しているので、従来型ホールという位置付けになっています。 
本学の AP ハウスでは RA が重要な機能を担っています。アメリカの大学の調査による

と、RA の役割として「学寮の運営」、「カウンセリングの実施」、「学寮生のしつけ」、「学寮

での待機」、「プログラムの企画」というのがあるんですけれども、やはり「学寮の運営」が

最も重要だと言われている。APUのRAについても入寮支援とかフロアミーティングとか、

寮生のサポート、キッチンデューティーが主な役割になっております。 
 

3．学生寮の起源と教育効果 
 もともとの寮の起源を見ると、学生寮を取り入れたのはアメリカが初めで、英国の植民地

時代に創設された初期の大学に設置されたことが始まりです。アメリカの大学では英国の

大学をモデルとして、未熟な学生たちを都市部から離れた大学のキャンパス内に集めて、カ

レッジの生活様式を経験して、学生を人格的に育成することを目的にしていました。また、

ハーバードなどの初期の大学は、やはり郊外にあった。ダウンタウンとかショッピングセン

ターがなかったので、そういう経緯からも寮が必要になった。 
植民地時代においては、学寮においては学生監というのが教員にいたのですが、学生がい

ろいろ反発して 、当時のアメリカの寮っていうのはうまくいかなかったという経緯があり

ます。また、アメリカの大学から英国に教員が留学することで影響を受けて、より教員は研

究に時間を使っていくべきだという考えが広がりまして、教員に変わるスタッフとして、寮

母とか、今でいう RA が代わりに雇用されていったという起源があります。 
 日本でも留学生と日本人の混在型学生寮が注目されています。例えば、SGU11での留学生

の受入れや、2023 年の「未来を創造する若者の留学促進イニシアチブ＜JMIRAI＞」で、ど

ういうふうに国際学生と日本人を混ぜていくか、どう国際共修させていくっていうことが

課題になっています。2024 年には SI 事業 12が開始されて、国際学生と日本人学生をどうミ

ックスして、グローバルコンピテンシーを身につけて、日本人に留学させるか、相互にイン

パクトを与えるかが今、取り組まれているところです。 
 そこで混在型学生寮っていうのはいわゆる 24 時間の多文化共修の場として、課外活動の

場として、非常に着目を浴びているところです。混在型学生寮がどういうふうに学生の知識、

能力にインパクトを与えているかっていうことについて、非常に多くの研究がなされてい

ます。結論から言いますと、学生寮に住んでいるということは、アメリカであれば退学の防

止につながっていますし、知識・技能を獲得していると言われています。ただ、学生寮での

 
10 従来型ホール、居住&学習センター、共通課題プログラム、学問領域別の課題、テーマ別ハウス、共同

ハウス、独立居住、特別ハウスプログラム、移行ハウスの９つに分類される。Blimling, Gregory S. 

(2015).Student Learning in College Residence Halls: What Works,What Doesn't, and Why. San 

Francisco, CA: Jossey-Bass. 
11 スーパーグローバル大学創生支援事業 
12 大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業 
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寮生同士のピア効果の有無については研究結果が混在していますが、成績が優秀な友人を

持っているほど、学習成果が高まるということが、これまでの研究で言われています。 
 

4．AP ハウス在寮生のコンピテンスの変化 
 本学の APU の住んでいる在寮生に入寮時と退寮時に、どれぐらい、「自立性・主体性」

「規範性・市民性」「ウェルネス」「コミュニケーション」「共感性・協調性」の五つのコン

ピテンシーが伸びたかということを聞いたものです。 
 

 
（出典：立命館アジア太平洋大学（2024）「在寮生のコンピテンスの変化」） 

 
これを見ていただければ分かりますように、上のほうからだと、例えば、「自ら設定した

目標を計画し、実行していくとともに、何らかの成果や結果を導いている」ということにな

っています。また、「与えられた目標に対して、生活習慣や時間の使い方を考えられるが、

計画的に行動することが難しい」というところが、下がっています。全体的にいえることは、

入寮時から退寮時に、こういった五つのコンピテンシーが伸びています。当然、始めのとき

に自己評価が厳しい人たちは伸び代が少ないので、退寮時に少なくなってしまうことも考

えられます。けれども、全体的にいえば、教育寮として在寮生がコンピテンシーの変化を感

じているということがわかります。 
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（出典：立命館アジア太平洋大学（2024）「RA のコンピテンスの変化」） 

 
 先ほど言った、混在型学生寮っていうのは RA によって運営されていますので、RA 自身

も寮を運営することによって、こういう成長していくのかがやはり重要です。その RA の人

たちに聞いてみると、五つのコンピテンシーが伸びたと言われています。今、APU では AP
ハウスというものが授業ではない課外のものではあるのですが、グローバルコンピテンシ

ーの育成に役に立っていると言われているところです。 
 

5．おわりに 
 以上をまとめますと、1 点目に混在型学生寮っていうのは正課外教育の一部として有効で、

学寮が学習成果の向上に寄与している。2 点目として、ただ混在型学生寮に住んでいればい

いというわけではなく、学業成績がいい友人と友達であると、お互いに相乗効果が生まれて、

それがより伸びる。3 点目に、寮生だけではなくて、RA についても知識、能力の習得に役

立っている。4 点目には大学の国際化を推進する上で、正課内の教育以上に、正課外の教育

の学生寮の経験が与えられる影響が大きいのではないかっていうことで、今、大学の中では

非常に注目が集まっています。 
 その一方で、課題としてあるのは、APU は先ほど説明したように、半分半分が日本人と

留学生ですけれども、やはり混ざらない。いくらわれわれが資源を提供しても混ざらない学

生はずっと混ざらない。日本人コミュニティーにいたいっていう人はそれで卒業してしま

う。いくら大学が環境を準備したとしても、その学生の主体性に任されてしまうので、いか

に日本人学生、あるいは国際学生が混じっていくか、そういう場所をつくっていくかが大学

の今の課題ではないかと考えています。ご清聴ありがとうございました。 
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インターンシップにおける教育手法の変容と教育空間への

インパクト 
 

東洋大学国際教育センター 特任講師 
二子石 優 

1．はじめに 
東洋大学国際教育センターの二子石です。インターンシップ 13に着目した事例報告をさ

せていただきたいと思います。インターンシップとは、大学在学中に職場での就業体験を通

して、将来のキャリアに生かすことを目的としたものと言えますが、一般的に都市部の大企

業、有名企業に人気が集中する傾向があると言われています。特に東洋大学という都市型の

大学だと、普段の生活範囲の中から東京の大企業というものにアクセスしやすい。また、地

方の大学であっても、やはり都市型、有名企業に集中している。一方で、地方でのインター

ンシップには、資金、人材、ノウハウの連携が不可欠であり、一般的に実施が困難であると

言われているところです。 
このような中で、東洋大学は 2023 年度から地方創生のアントレプレナー育成を目的に、

主に外国人留学生を対象として、地方都市 14でのインターンシップを実施しております。こ

れまでは 38 カ所、15 都市で、26 企業団体に延べ 104 名学生を派遣してきました。今回の

報告は奈良県の天川村でのインターンシップの報告をしたいと思います。 
 

2．事例報告：奈良県天川村インターンシップ 
 奈良県の天川村というのは奈良県南部にある面積が 3690 平方キロメートル、人口が

1,176 人という、非常に小さな村です。高齢化率も 50 パーセント超えておりますし、人口

減少率もマイナス 2.9 パーセントということで、日々、人が減っていく、いわゆる過疎地域

でのインターンシップです。 
 

 
13 本報告におけるインターンシップとは「3 省合意（2022）」に基づく「インターンシップ」に限定せ

ず、学年、期間を問わず、職場での職業体験を含む活動を指す。 
14 本報告における地方都市とは日本国内の 7 大都市圏を除く都市を指す。なお、東洋大学では留学生を

対象に地方都市以外の都市圏におけるインターンシップも推進している。 
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 これまで 2023 年度冬に 6 人、2024 年度夏に 1 人、2024 年度冬に 11 人の学生がここで

インターンシップをしております。本インターンシップの第一の目的は地方創生のアント

レプレナー育成です。背景としては海外留学生の出身国・地域にも地方都市というものが存

在していて、この地方というものを無視して自分のキャリアを築くことはできないという

考えに基づいています。さらにその中で社会課題というものをどう発見するのか、発見した

後にそれにどう対応するのかというような課題解決策の提案を二つ目の目的としています。

そして、最後に日本での職場文化、やはりインターンシップということで自分のキャリア、

仕事とつなげるときに日本の社会を知ることを目的としています。 
 具体的なインターンシップの内容は介護施設での就業体験、旅館での就業体験を中心に

据えた上で、村の事業所、具体的には林業、観光業、診療所、小中学校などの見学、また、

村内関係者の講義や交流を行っています。さらに、専門家からのインプットということで、

地方創生 Co デザイン研究所や奈良県庁の外郭団体の奈良県ビジターズビューローなどか

らのインプットを対面、非対面で行っております。最終的には関係者への課題解決策のプレ

ゼンテーションを実施しています。このインターンシップのコーディネーターを一般社団

法人のてとわというところに入っていただき、天川村役場にも協力いただいて実施してお

ります。 
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 教育手法の変容ということで、どのような教育手法を取り入れているのかですが、手法と

しては、参加者が外国人留学生だということが一つのポイントです。さらに一方的な就業体

験ではなく、行政、企業、生活者という 3 者の対話を通した学び、言葉ではリビングラボ 15

というものに依拠して実施しております。インターンシップということで企業が中心に置

かれがちなのですが、ここでは生活者という軸を持ち、行政、企業とのディスカッションを

重視したプログラムを行っています。このように、インプットとディスカッション、そして

アウトプットというような三つの段階で教育を行っているというところです。 
 

3．インターンシップの成果 
3.1 教員の視点から 
 教員の視点からの成果としては、1 つ目は学内では得られない経験です。現場でのリアル

な体験として、1,000 人規模の地方都市に初めて行く人ばかりですし、それまで天下村の存

在を知らない人がほとんどですので、まずはそのリアルな場を知る。そこで仕事があり、そ

こでの生活を通してリアルな体験をするということ。さらには、グループでの共同生活、共

同作業というところも学内では提供できないことだと感じております。 
2 つ目はキャンパス所在地の東京との比較、もしくは出身国・地域の過疎地域というもの

の再認識にもつながっているのではないかと捉えています。 
3 つ目は日本のビジネス慣習の獲得です。今まで学生たちは学ぶという受け身の姿勢だっ

たのですが、インターンシップを通して、何かをつくり出していくなかで、日本の仕事の仕

方みたいなものの姿勢であったり、時間感覚というものが得られているのではないかと感

 
15 リビングラボとは：製品・サービス企画や政策・活動企画の主体（企業・行政・ NPO 等 

の提供者）と生活者（利用者）が共に、生活者の実生活に近い場で、仮説の探索や解決 

策の検討・検証を実験的に行うための仕組み（環境及びプロセス）木村篤信 ,( 「リビングラボの可能性

と日本における構造的課題」 『 高齢者を支える技術と社会的課題（令和 2 年度 科学技術に関する調査

プロジェクト） 』 国立国会図書館調査及び立法考査局 . pp.81 97. 
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じています。 
4 つ目に、地方都市、過疎地域では社会課題が豊富にあります。その社会課題を見つける

ことは非常に容易なのですが、それに対して、最終的に何かしらの提案をしなければいけな

いというときに、どのような提案をすればいいのかという思考法の獲得ができているので

はないかと考えています。 
最後に、本インターンシップは日本語をベースに行うので、留学生にとっては日本語能力

の向上。具体的には異年齢とのコミュニケーション。特に年齢の高い方とのコミュニケーシ

ョンがありますし、ビジネス場面での日本語として行政の人、事業者の人と話すときの言葉

遣い、村内関係者にプレゼンテーションをするとき、プレゼンテーション能力も付随的に付

いてくるのかなと思います。 
 
3.2 受入れ担当者の視点 
 受け入れ側であるコーディネーターの意見としては、1 つ目は地域のつながりの再構築と

いうものを挙げています。住民同士のつながりは、1,000 人規模の地方自治体ですので、非

常に濃いものの固定化されているそうです。そこへ留学生たちが入ってくることで、留学生

を媒介として新たな住民同士の対話が生まれたとのことです。それが日本人学生だったら、

「そのぐらい、大学生なら自分でやれよ」と思ってしまう。「俺だったらこうだった」とい

うふうに思ってしまうところを、留学生という文化的・言語的ギャップを持つ存在が入って

くることで、「何とかしてあげたい」、「何かできるんじゃないか」という気持ちを芽生えさ

せることができたということがあります。 
 2 つ目は地場産業への新たな知見の提供です。天川村まで来る外国人観光客は旅慣れた人、

もしくはツアーで組まれた人で、東洋大学の留学生のような人が一度に来ることはない。そ

ういう外国人の意見を聞くということができなかったところ、このような新たな知見を受

けることができたと。旅慣れた外国人に対してアンケートを採っても、非常にコアな意見し

か得られないところを、インターンシップということで、一度に多くの外国人が村に入るこ

とで得られる成果だったと述べています。 
 3 つ目はこのプログラムの改善です。これまで 3 回実施し、今後、4 回目、5 回目と続け

ていく中で改善がされていく。今までは最終的に課題解決策のプレゼンテーションという

形で行っていたのですが、今後は最後の報告ではなく、リビングラボというものをもう一度、

振り返ってみると、地域、行政との対話ということで、このような会議、議論の場を複数回、

設けていくようなインターンシップにできるのではないかと相談しているところです。 
 
3.3 学生の視点：BEVI の結果 
 これまで述べた成果は教員、受け入れ担当者の主観的なものだったのですが、BEVI16とい

 
16 Beliefs, Events, and Values Inventory の略。1990 年代に臨床心理学者である Craig N. Shealy 博

士が中心となり開発された留学の教育的効果をはじめ、学習成果を客観的に測定するための心理分析テス
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う心理測定ツールに学生には答えてもらっています。BEVI とは均衡統合理論に基づいた心

理測定ツールで、心理構造の中核部分、欲求とか自己、または批判的思考、他者の理解、文

化理解を測定するものです。この BEVI を学生にはインターンシップに行く前と、行った後

で受けてもらうことで、このインターンシップが、どのようなインパクトがあったのかを測

定することができます。 
 

 
  
上の図は 2023 年度春にインターンシップに参加した学生 4 人分の BEVI の結果です。何

が起きたかというと、いい結果だけを示しているわけではないというところです。例えば、

上から二つ目、基本的な開放性、すなわち思考、感情、欲求に対するオープンかつ率直とい

われるものが、このインターンシップを通して、実は否定的な影響を表していたり、自己に

対する確信というものも、逆に確信が強まり過ぎているようなところがあります。一番下の

世界との共鳴というところも、グローバルなマインドを持つべきだというところで、日本社

会でのインターンシップというものは、このデータだけ見ると、ネガティブな影響を若干、

示しています。もしかすると、グローバルなマインドを日本企業、日本の地域というものが

阻害している可能性もあるのではないかと読むこともできます。 
 

 
ト。Equilintegration （均衡統合）理論に基づいた、心理構造の中核部分（欲求・自己）また批判的思

考・他者理解・異文化受容性など幅広い測定が可能。Shealy, C.N. (2005). Justifying the 

justification hypothesis: Scientific Humanism, Equilintegration (EI) Theory,and the Beliefs, 

Events, and Values Inventory (BEVI). Journal of Clinical Psychology,61, pp.81-106. 西谷元

（ 2018 ）「留学体験の客観的測定 ―BEVI を用いて 」 『 大学時報 』 67: pp.74-79. 
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次の図は 2024 年度冬に参加した 11 人の結果です。これも全てがいい結果ではなかった

と読むことができます。宗教的伝統主義に関しては肯定的影響を表していますが、欲求の充

足、基本的な開放性、決定論・必然論的性向、感情の調整という指標に関しては否定的な影

響を表しています。これも日本社会を知る中で外国人留学生にとって、ある程度、否定的な

影響を与えるのではないかというところが読み取れます。 
 フォローアップ・インタビューからの学生の声としては、ポジティブな意見は、まずは「地

方都市、特にへき地の体験はすごく良かった」、「こんなことはなかなかできなかった」とい

うもの。あとは「将来の進路がはっきりした」という学生もいました。「就職活動の視野が

広まった」「コーディネーターの優しさ、地域住民の優しさに触れることができた」という

声もありました。 
一方で、BEVI がそれほど肯定的な結果を表さなかった理由と考えられるものとしては、

「地方都市で仕事はできないなと思いました」というもの。これは自己への確信が強まった

もしくは強まりすぎたというところかなと思います。また、日本的な仕事感覚が自身と合わ

ないというものもありました。これはインターンシップ中に行政担当者との関わりが多か

ったのですが、行政職員は残業が多いという実態を聞いたり目にしたりする中で、「やっぱ

り残業というものは自分にとってはマイナスなものだっていうことが改めて分かった」と

いうものがありました。さらに、教員やコーディネーターの思惑としては旅館で働いてもら

うことで、様々な社会課題を発見してほしかったのですが、職業選択という表面上のみ捉え

てしまい、自信の将来の進路として、「観光業はないなと思った」というような声もありま

した。 
 

4．おわりに 
奈良県天川村でのインターンシップの成果についてはいい面、悪い面、双方あるのですが、

教育手法の変容としては、今まではあくまでもインターンシップというのは大学 3 年生、
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修士 1 年生を対象とした、就職活動を目的としたものが、留学生も含んだ日本社会を知る、

地方創生のアントレプレナー育成を目的とした教育に広がってきた。インターンシップは

実地での就業体験が中心だったんですが、実地体験を中心に据えながら、オンラインも組み

合わせていること。今まで企業中心だったところが生活者、行政、企業という 3 つの視点か

ら実施できたということです。 
 

 
 
 まとめとして、どうインパクトがあったのか。地域にとっては、つながりの再構築、新た

な知見の提供。学生にとっては、出身国・地域、東洋大学のある東京、そして、地方都市と

しての天川村という三つの視点を獲得したこと。すなわち、教育空間の拡張が行われたこと。

社会課題に対する思考法の獲得という意味では教育空間がより深まったこと。就職活動に

限定されないキャリア教育という意味で教育空間の多様化が生じたのではと考察しており

ます。課題としては教育目的、また、それに付随する手法というものを学生に適切に伝えら

れてない可能性がある。また、地域での活躍とキャリアの関係性をもう少し分かりやすく、

教員としては提示するべきだったのではないかと考えております。以上です。ご清聴ありが

とうございました。 
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パネルディスカッション「教育手法の変容と教育空間への

インパクト」 
 
モデレーター  
市川 顕（東洋大学国際学部教授） 
 
パネリスト   

木村 修平（⽴命館⼤学⽣命科学部教授）  

鈴木 翔太（東北大学情報部デジタル変革推進課デジタルイノベーションユニット）  
今村 肇（東洋大学国際学部教授） 
 
市川：皆さま、こんにちは。東洋大学グローバル・イノベーション学研究センター副センタ

ー長の市川です。本日、非常に意欲的な発表が基調講演から始めて 5 本ございました。私か

らはこの科研費のテーマ、つまり、『教育手法の変容と教育空間へのインパクト』を何らか

の形での教育空間の拡張と捉え、それについてのキーワードを 3 つお話をしたいと思って

います。 
 

 

 
 一つ目でございますが、これまでの先生がたのご発表を聞くにつれ、また、小学校・中学

校・高校で、こんにち、多くの議論がされているところにおいて、やはり、非認知能力の議

論というのは、大学教育でも避けては通れないものと考えております。かつては官僚養成学

校としての帝国大学や上位私立大学に入学するための高校、といった考え方がおおかたを

占める時代もございましたが、グローバル化した今日において、本学教員としては、どんな



46 
 

アクターとも関係を築き上げられる関係力であるとか、それから、ゼロから 1 をつくり出

す想像力、そして、さまざまな課題に向かって、自分なりにその答えを探していく探究力と

いったような非認知能力の高さが、実際のところ、認知能力の向上を助けているのではない

かという、私なりの仮説がございます。 
 つまり、「テストで点を取りなさい、このテストに合格しなさい」といった認知能力の獲

得のための外的動機づけに大きな焦点が当てられる教育から、もうこの社会は知識基盤型

社会であって、1 人の人間が問題を解決することがおおよそできなくなっている中で、非認

知能力の獲得が最終的にチームで大きな結果を作り出すという、そういった一体的な能力

獲得というものを最高学府である大学という場で、どのように育成していくかということ

が私としては非常に重要なテーマだなと考えています。特に COVIC19 のパンデミックが始

まって以降、学生たちと会えなくなって、この認知能力を伝える部分はあらかたできるのだ

けれども、やはり非認知能力を教えることができない。それによって、認知能力の理解の部

分についても十全に伸ばすことができないということを、身をもって私たち教員は体験し

てきたわけです。 
 そういった意味では最初の木村先生のところであった、プロジェクト型の英語教育を通

じて、リサーチの基本をたたき込んでいくようなグループワークであるとか、三好先生のご

発表の中にあった混住寮のマネジメントを通じて、その寮の中でグッドガバナンスを形成

していくという非認知能力の養成が、恐らく、しっかりとした大学での認知能力の学びにも

ポジティブな影響を与えるんだろうと思っております。 
 また、木村先生のご発表の中にもありましたけれども、こんにち、保護者の皆さん、さら

には学生たちが、かなりアクティブラーニング、探求型授業の盛んな学校を志望されている

という現実がございます。かつてのように上から、男子御三家、女子御三家、早慶附属とい

ったような紋切り型の選択肢ではなく、東京ドルトンをはじめとして、多くのアクティブラ

ーニング、PBL を主体とした教育の中で学びたいという学生たちが、もうそろそろ大学生

となります。そしてこれから、彼ら彼女らが大学での学びに入ってくるというところで、大

学教育としてもいかに座学とアクティブラーニング、プロジェクトベースラーニングとい

うものを共存させていくか。これには教育手法の拡張も必要になってきましょう。 
 つまり、認知能力と非認知能力の両方にウイングを広げるといった、教育手法の変容と学

生にとっての学びの変容というのは、避けても通れない話になってくる。さらには DX 化や

グローバル化といったようなこと、さらにはヒューマン・モビリティー――留学生の日本へ

の流入や日本からの海外への留学というような流れ――が顕著になればなるほど、時空と

言語を超えたコラボレーション、これをいかに円滑にできる人材に学生を育てていくかと

いうところが重要に思えるのです。 
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 二つ目になります。非常に感銘を受けた鈴木様の講演の中で、チャットボットを学生にあ

る程度のところを任せて生成・運用する、という話がございました。大学で教育を始めて 20
年弱になりますが、やはり大学教育をやっていると、どうしても教員が教え、学生が学ぶ、

事務的なことは事務がやるという状況は顕著です。普段、縦割り行政を批判しておきながら、

自分が働いているときのマインドがいかに縦割りだったかっていうことを、鈴木様のご発

表を伺って、感じたところです。 
 こんにち、かなり多くのアクターが学びに関わりたいと思っているし、実際に関わってき

ています。中学校、高校のレベルでは、これはもうかなり顕著になっています。旧来の学校

を若手のアントレプレナーが経営権を取り、探求型授業などを盛り込んで、教育の内容をが

らりと変え、募集人員の何倍もの受験生を集めている学校も関東地方にちらほらございま

す。また、実際に先ほど二子石先生がおっしゃったように、大学というのは社会に出る前の

最後の教育機関であることが多いことから、社会を知ることも必要になってきます。そうい

った意味で企業であるとか、自治体とかいうような、アクターの協力なしに教育が成り立た

ないという時代に、今、既になってきているのです。 
 私どもはかつて、大学がもっと社会から大切にされていた時代に、大学の教育に関わりた

かったらお金を出してくださいと。そしたら、寄付講座なるものを設置してあげますよ、み

たいな、そんな態度で接していた時代もあったわけです。けれども、今は対等なパートナー

として、教員、職員、企業、学生、NGO、NPO、そういったマルチアクターが教育に関わ

り、それがひいては学生たちの座学で学んだ知見を、実践を通じて立体的な知識へと落とし

込んでいくことにつながるのです。大学卒業後に社会的起業家、ソーシャルアントレプレナ

ーとして、この閉塞した日本を変えていけるような、そういうマインドセットを、この教育

に携わるアクターの範囲の拡張というのがもたらしていくのだろう、ということを先生方

のご講演を聴いて、感じました。 
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それから、かつて私が慶應義塾湘南藤沢キャンパスに在学していたとき、特に学部教育で

は嫌というほど外国語教育をさせられました。インテンシブ外国語というもので、午前中の

1、2 限はほとんど外国語の授業でした。当時は、通学に 1 時間半ぐらいしかかからなかっ

たんですけど、寝坊が怖いので、しかも、それを落とすと必修ゆえに留年が確定するので、

下宿までしての、英語漬けの 2 年間になったのを思い出します。 
その 1、2 限が終わると、当時は 3、4 限が情報処理の時間ということで、LaTeX とか C

言語とか、コンピューター言語を使わせられて、時刻表とか駅すぱあとのようなものとかを

自分で作っていた思い出があります。 
 当時の、総合政策学部長と環境情報学部長が共に言っていたのは、外国語っていうのは自

然言語だと。コンピューター言語っていうのは人工言語だと。そして、あなたがた、何を勉

強したいか知らないけれども、例えば、簿記を勉強したいっていう人は会計言語を使ってい

るんだよと。政治学を勉強したいって言っている人は、他の学問の人には分からないテクニ

カルタームでコミュニケーションを取っているんだよ。言語っていうのはどんな形であれ、

相手とコミュニケーションを取るための手段であると。そして、そのような言語を通じて、

われわれは知というものをつくりあげているんだと、こういう説明を受けたわけです。 
まさにこの DX 化、グローバル化、そして、教育空間の拡張といったときに、私が 25 年前

に受けたそういった教育を思い起こさせてくれたわけです。こういった自然言語のみなら

ず、さまざまな、多様な文脈における言語の拡張というものが、今、私たちは気付くべきな

のではないでしょうか。 
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 そして、今村先生のお話を聞いて、やはり慶應の先輩だなと思いました。それはやはり、

先生がずっと学び続け、先生がずっと走り続けている姿を、私が見続けてきたからでござい

ます。われわれ、慶應 OB の中には先生というのは先に学んだものという意味である。なの

で、一般的な呼称として、福沢諭吉先生以外は、われわれは「君づけ」と呼ぶわけです。こ

れはやはり、先に学んだものの強さ、そして、学んだらみんなに教えるという半教半学の精

神、これを私たちに伝える非常に有効な言葉だと思っています。 
先ほどの木村先生の PEP のところでもあった、語学教員がとにかく語学の領域を超えて、

IT、そして、研究スキルに至るまで教える。これは並々ならぬ自己研鑽のたまものなのでは

ないかと思います。今村先生はまた、定年の 2-3 日前まで学生を海外に連れて行って、さら

には今日のシンポジウムにまで参加していただけています。こういう先生に教わる学生さ

んたち、これがこの流れの速い時代において、本当に必要なんだなというふうに思ったとこ

ろです。 
 ただ、走るといってもやみくもに走るわけにはいきません。この科研費の目的でいえば、

DX 化をいかにして学生に還元していくかということになろうかと思います。先ほど申し上

げた 3 つの拡張を使いながら、学生の自発的な学びにいかに活用していくか。それから、マ

ルチアクターが教育の場でいかにシナジーを起こすことができるか。グローバル・イノベー

ション学研究センターに引きつけて考えれば、教育のイノベーションを起こす、1 つの触媒

として DX 化というのが存在するのではないかと思った次第です。 
 雑ぱくなまとめではございましたが、3 人の先生方におかれましては、まだまだ言い足り

なかったことや、今、私が何か述べたことの中で、何かお気づきの点、付け加えてお話しし

たい点というのがあると思いますので、それらの点について、ご教示いただけるとありがた

く思います。発表順で恐縮でございますけれども、木村先生からお答えや、今、お感じにな

ったことを教えていただければと思います。 
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木村：まずは市川先生、素晴らしい議論のモデレーション、ありがとうございました。今回、

生成 AI がここまでインパクトを持ったのはまさに先生がおっしゃったように、自然言語で

入力ができる。そして、アウトプットが返ってくる。しかも、今まで英語がコンピューター

の世界で非常に優位になっていたわけですけれども、恐らく、初めて、母語がそのまま使え

るっていう、自然言語入出力装置がやっとできたということが非常に大きな影響を持つと。

先生がおっしゃったように、そういう意味では言語に対するコンシャスネスといいますか、

簡単に言うと、言語を操れる能力、言語を評価し、自分で生み出せる能力、生み出されたも

のを評価できる、判断できる能力っていうものが非常に問われるところになると思います。 
 特に Google 翻訳が 2016 年にニューラル化して、あれで一番喜んだのがわれわれ、英語

教員でした。こんな便利なものはないと言って大喜びして、そして、実際に私の同僚なんか

も国際学会のプロシーディングを集中的に書いて、業績を数多く上げたということがあり

ました。これは何を意味するかといいますと、最後に外山先生の書籍を引用させていただい

たように、持てるものはますます持つようになるということだと思います。ですので、テク

ノロジーは貧困を全く解消するものではないと。理想的にはそう解決してほしいけれども、

むしろ、格差は広がるばかりであろうと。 
 われわれが大学で何を教えるべきなのかっていうことに関して言いますと、やはり一つ

は言語を操る能力、機械が生み出した言語をそのまま、鵜呑みにして信じるんじゃなくて、

批判的に自分で立ち止まって考えて、そして、必要に応じて、自分でまた、その言語を生み

出せる能力っていうものを獲得させていくということが非常に重要な役割ではないかと。

それはわれわれ、大学の運営に関わっている教員のみならず、マネジメントも含め、職員の

方々とも連携して、一致団結してやっていくべきことなのであろうと思います。 
 それぞれに職掌とか職分も違いますけれども、立命館大学には教職協働という便利な言

葉がございまして、教員と職員はコラボで働くんだよというのが一種、哲学としてあるんで

す。コロナ以降、職員の方々に助けていただいている部分というのが非常に大きいと実感し

ております。われわれ、教員はありがたいことに表舞台に立たせていただく立場で、裏の部

分を整備していただけるわけなんですけれども、感謝の気持ちを忘れてはいけないでしょ

うし、表に出させてもらう以上は「立命館大学を背負ってしゃべるんだ」ぐらいの気持ちで

他の人の恥になってしまいますから、職員さんからも「こんなやつが立命館大学の肩書を使

って出んといてくれよ」と思われないように、気を付けたいと思っております。 
 
市川：ありがとうございます。それでは鈴木様のほうからお願いいたします。 
 
鈴木：言い足りなかった部分を、先生方のお話を聞いていて思いましたので付け足そうかな

と思っています。学生と一緒にチャットボットを作った話を紹介させていただきましたけ

れども、その他にも同じ学生からチャットボットのメンテナンス費用について、提案があっ

たんです。端的に言うと、その見積もりがあり得ないぐらい高かったんですね。ただ、学生
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からすると、そういうやりとりはこれまでやってこなかったんだと。ただ、そういう実際の

現場、われわれがチャットボットを運用する実際の現場の担当者になるわけですが、その担

当者とこの見積もりは一般的にはあり得ないよという、そこでも新たな学びみたいなとこ

ろが学生に生じているんじゃないかと思います。 
 あと、木村先生のお話をお伺いしていて思ったところとして、新しい 4 技能としてリサ

ーチ、オーサリング、コラボレーション、アウトプットというところだったんですけれども、

私どものやっている DX プロジェクトもまさにそれに当てはまるかなと思っています。これ

まで大学職員がやってこなかった、新しい技術をリサーチして、それをオーサリングして、

今、DX アライアンスとコラボレーションして、アウトプットを出していくということです。

新しい 4 技能というものに学生も気付いていて、学生から声を掛けてくれて、新しい 4 技

能を学生と一緒に回しているんじゃないかなっていうのはあります。 
 あと、金銭的に AI を使うことが難しい学生がいることについて、ですけれども、東北ユ

ニバーシティーGAI というものを作ったことをご紹介させていただきました。あれを内製

で作った一つの目的は格安で使えることです。今は ChatGPT のエデュケーションバージョ

ンっていうのが出ましたけれども、あれを全学生に配布すると年間何億というお金がかか

って、現実的じゃない。とはいえ、使っている学生、使っていない学生で明らかに差が出て

いるのは職員から見ても分かるので、それは望ましくないっていうところで、現実的な解と

して、本学では内製で、本家のものには劣るかもしれないですけれども、最先端の Claude3.7
という、割といいものを提供できるんじゃないかなっていうので、今、予算を取って進めて

いるところです。 
 ただ、難しいところが、今は DX っていう枠組みの中で生成 AI を使って自由にやってい

るわけなんですが、それを教育に展開するとなると、学内でのコンセンサスが難しくて、そ

こら辺を今、苦労しているんです。技術的な部分と予算的な部分はある程度、見通しは立っ

ているんですけど、なかなか学内整備がうまく行ってないというところで、どのように対処

しようかなと今、考えているところです。 
 
市川：ありがとうございます。それでは今村先生、お願いします。 
 
今村：ありがとうございます。私のまず、グローバルリーダーシップをどう考えるかってい

う話なんですが、まさにそれを標榜したプロジェクトがあるんです。キッザニア東京を立ち

上げた住谷栄之資さんがグローバルビレッジ有楽町ハウスというのをやっていて、そこが

グローバル、ソーシャル、デジタルというトレーニングを、実際にインターンシップをしな

がらグローバルリーダーをやっていこうってやっています。 
 人と違った答え方をするかもしれませんけど、グローバルリーダーって何が違うかって

いうと、僕は「聞く力」だと思うんです。これはレアルマドリードの日本校の校長をしてい

る先生にこの間聞いたら、J リーグで終わる選手とヨーロッパに行って活躍する選手の違い
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は聞く力が 8 割だと。それをただ聞いて理解するんじゃなくて、聞き出す力。こっちからも

相手がどう聞いているかを考えながらやると。フィールドの上で他の選手たちがどういう

ふうに聞いているかということをやる。そうすると、自分の側に何が起こっているかってこ

とをよく理解しながら組み立てる、そういう力があると。 
 日本人が得意なのはノウハウだよね。目標に向かって、細かくまとめて。これから、日本

人に必要なのはノウホワットだと思う。どうやって新しいものを、さっきのオントロジー、

情報結節点という情報をいかに結節していって、お互いに分かりやすく、聞けるように、分

かるようにしていきながら、リーダーシップを発揮していくかっていうことがすごく大事

になってくると思うんです。だから、それが今まで日本が、例えば、iPhone とかいろいろ

できて、追いつけなかった。あれはノウホワットの力だから、何か命令を与えれば非常にう

まくやってきた。トップダウンの社会の中でやってきたんだけど、これからどうやって、若

者が新しいホワットをどんどんつくっていくかってこと、聞く力をイノベーションの場で

どんどん鍛えていくっていうことがすごく必要だと思います。 
 これから何をやっていくのかについては、これまで私の能力でなんかやってきたってい

うよりは、人と出会って、そこから吸収して、何となく走ってきたっていう感じなんですね。

先ほど市川先生がおっしゃった半学半教、私は半学半教半造半走、一緒につくって一緒に走

るっていう感じで、学生と一緒にやってきました。 
 何が言いたいかっていうと、要するに、そういう偶然にすごく左右されてきて、なおかつ、

昨日、実は Japan Innovation Network（JIN）というところがあって、それで、より本格的

に企業とか大学とか、いろんなものを横につなげていく、そういうエコシステムを作ろうと。

昨日、たまたま設置準備会があって、まさにグローバル・イノベーション学科で経験させて

いただいた、このノウハウとかスキルとかメソッドをちょうど企業に向けて展開していこ

うと。何が重要って、聞く力とかお互いに理解して一緒につくっていく力、それが今までは

特に弱かったんですけど、それを何とかやっていこうと。ISO で 56001 ってご存じですか。

企業がイノベーションを生み出すマネジメントの認証規格で、日本って認証が好きだから、

そこからいくっていう手もある。そうやって、企業にそういうところに興味を持っていただ

いて、横につながっていくことが重要だと。 
 重要なことはオントロジーですね。つまり、会社の中でも部署が違っただけで言葉が通じ

ない。企業なんかもっと当たり前です。横の壁、壁が弱いっていったって、それはオントロ

ジー、イノベーションマネジメントのターミノロジーをちゃんと整備しない限りはつなが

らないわけ。だから、非常に大変な作業かもしれないけど、そういうのをこれからやってい

くことで、横の壁が取り払われていくんじゃないかと。 
 その次にやっぱり一緒に外国に行って経験を積むとか、そういういろんなイベントを用

意してやっていく。プロジェクト、イベントとういうようなスペースをデザインしていくと

いうことが必要じゃないかなっていうふうに思っております。まだ始まったばかりで、どう

なるか分かんないですけど、本当に一つが終わると次が。本当にありがたいと思います。皆
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さんと一緒にやらせていただいて、今回もこういう機会に本当に感謝しております。 
 
市川：ありがとうございました。今村先生とは、ずっと国際学部グローバル・イノベーショ

ン学科で、ある意味一緒に苦労してきました。苦しい局面になると、いつも自分を奮い立た

せるために Travel Play Dialogue と、心の中で唱えております。特に Play の部分。ここに

私自身もこの 7、8 年間、東洋大学に移籍してからいろいろと考えるところがありました。

私ができるプレイグラウンドはどこかと考えたときに、大学だけではなく、研究センターだ

けではなく、大学生になったときから、入学初日から大活躍するような、アントレプレナー

精神を持った子どもを育てたいと思い至りました。そこで、1 年半前から、グローバル・バ

イリンガル探求スクールを和歌山につくるというプロジェクトに参加し、先日、学校法人設

立が認められて、この 4 月 1 日から、その学校の校長を兼務するということになりました。 
私の場合、アントレプレナーシップは恐らく、先生方のお近くで後ろ姿を見ながら、学内

行政、研究をさせていただいたことにあるのかなというふうに思っています。 
 大学教育に比べて、小中高の教育、さらに幼保の教育の変化というのは、かなりすごいで

す。大学が、現在置かれている状況をしっかり把握して、最高学府として、そういったムー

ブメントを受け止めていかなきゃいけない。そのためには DX を用いた教育空間の拡張が必

要である。必要だけど、どっちに向かっていいんだろうかと。それをわれわれが真剣に考え

なきゃいけない次なる課題であろうということで、シンポジウムをまとめさせていただき

たいと思います。 
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